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研究データポリシーに関連する学内検討
体制
•研究データ管理連絡調整WG（情報担当理事所掌）（2020年1月
～継続中）（構成：情報、研推、図書館、産学、URA、研究公
正、それぞれ課長クラス）

•研究環境DX推進方策検討TF（研究担当理事所掌）（2020年10月
～2021年3月）（構成：情報、図書、研推の各理事、及び主要
部局長、注：情報、法学（産学）、URAの教員が実働部隊）



大学の研究データポリシーに関連する学
外の動向
• AXIES RDM部会 URDP-WG(University Research Data Policy)（2020年

7月～2021年3月）（成果物：大学における研究データポリシー
策定のためのガイドライン、大学における研究データ管理体制
構築への道のり）

• AXIES-JPCOAR研究データポリシー策定WS（第一回）大学におい
て研究データポリシー策定義務化？！さてどうする？（2021年
9月28日）

• AXIES-JPCOAR研究データポリシー策定WS（第二回）大学におい
て研究データポリシー策定義務化？！さてどうする？（2021年
11月30日）



研究データ管理公開ポリシー策定に関す
る各大学の動向
• 「京都大学研究データ管理・公開ポリシー」（2020年3月19日研究者情報整備委員会承認、「ポリシーについての解
説・補足」あり）https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research-policy/kanrikoukai関係記事：E2295 -「京都大学研究デー
タ管理・公開ポリシー」採択の経緯（カレントアウェアネス-E No.397 2020.09.03） https://current.ndl.go.jp/e2295

• 「名古屋大学学術データポリシー」（令和2（2020）年10月20日教育研究評議会承認、「解説」あり）
https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/datapolicy/

• 「国立大学法人東京工業大学の研究データポリシー」（令和3（2021）年4月16日）
https://www.titech.ac.jp/0/about/policies/research-data関連動画：『「研究データポリシー, 実施方針」策定 東京工業大
学爆走の375日の舞台裏を語る。図書館総合展2021 ver.』講師：茂出木理子（東京工業大学）
https://www.youtube.com/watch?v=vRlCSgCG98I

• 「東北大学研究データ管理・公開ポリシー」（令和3（2021）年12月9日総長裁定、「解説」あり）
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/01/news20220104-05.html

• 「金沢大学学術データマネジメントポリシー」（令和4（2022）年3月11日制定）

https://www.rdm.kanazawa-u.ac.jp/index.php/rdm-policy/

RDM 日本コミュニティまとめより https://wa.rdm-japan.org/

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research-policy/kanrikoukai


東北大での研究データポリシー策定
（2020年度の活動）
•（2020年4月）研究データ管理についての学内の状況について、
まず、アンケートで調査。

•（2020年5月頃）研究データ管理連絡調整WGにて、ポリシーの
たたき台のたたき台を作成。

•（2020年9月）東北大で研究データポリシー策定する、との連
絡。→研究環境DX推進方策検討TFにて作業。（第1回10月19日、
第2回11月17日、第3回12月7日、第4回1月15日、第5回2月17日、
第6回3月15日）

•（2021年3月）ポリシー案を部局長連絡会議で各部局に意見照
会。



東北大での研究データポリシー策定
（2021年度の活動）
•（2021年5月）研推より、部局からとても厳しい意見あり、対
応するよう指示。

•（2021年9月～2021年12月）該当部局の教員に、研究データポ
リシー策定の実働部隊に入っていただき、協力して検討し策定。
結果として、コンプライアンス面で充実した解説となった。

•（2022年1月）HP上にて、ポリシー策定についての広報実施。



ポリシー本文

• 右にある1ページが本文

• 管理、公開、支援といった業務
別に整理。検討途中では、見出
し不要という意見もあったが、
最終的にこの形となった。



解説

• 右のページから始まり、全11
ページにわたり、詳しくポリ
シーを解説。

• 特に、研究者とその研究を守
るために、適切な研究契約締
結の重要性などを詳しく説明
している。



お題「なぜ？」と「どのように？」

•答えやすい方から、「どのように？」の部分については、まず、
草の根レベルで研推、図書、情報、産学等からなる「研究デー
タ管理連絡調整WG」にて、ポリシーたたき台作成を試みた。
その後、このたたき台を基にして研究担当理事のリーダーシッ
プにより、ポリシーと解説の具現化を実践することとなった。

•途中で、全部局に意見照会することで、当初の予定より9か月
程度遅れることとなったが、議論を重ねて全学的に納得できる
ものができた。



お題「なぜ？」と「どのように？」

•優れた研究には優れた研究データ管理が必須との考えが根底に
ある。解説のコンプライアンス部分を詳しく記述し、研究者と
その研究を守ることを重要視した。

•この考えを共有しつつ、それぞれの学内ステークホルダがそれ
ぞれ業務に即した考えを持っていると思われる。例えば図書だ
といかに公開していくか、産学だと共同契約等の際に研究をい
かに守りつつメリットを最大限化するか、等々。

•上記のように、組織的な研究データ管理支援の根拠となるので、
この意味でもポリシーは重要であるということを実感している
ところ。



研究DXに向けての学内検討体制

•研究データ管理・公開ポリシーを踏まえた部局実施要領等の策
定のためのガイドライン検討WG（研究担当理事所掌）（2022
年2月～）（構成：研究環境DX推進方策検討TFの実働部隊と課
長クラス）

•データアクセス検討TF（データ戦略・社会共創担当理事所掌）
（2022年3月～）（構成：RDMが比較的進んでいる分野の教
員）



最後に 研究DX 今後に向けて

• 研究データ管理公開ポリシーを研究者が実践するために、どんな支援が必要か？どのよ
うな実施要領を作る必要があるか？等々を知るために、学内の様々な研究室にヒアリン
グを実施中。（4月20日時点で、13研究室を予定）

• 効果的に公開したいデータについては、特別な手続きが必要となりそうなので、その方
式も検討中。 等等々。。。。

→ 作業は多岐に渡る!

ポリシー策定はゴールではありません。
重要なマイルストーンの一つ。

まだまだ頑張って進めていく必要があります。


